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一般質問 質　疑

No.17511

11人が登壇11人が登壇

問
　
高
齢
者
が
車
を
運
転
し

な
く
て
も
暮
ら
せ
る
た
め
に

地
域
公
共
交
通
は
欠
か
せ
な

い
。
厳
し
い
事
業
の
維
持
と

利
便
性
向
上
の
た
め
に
、
住

民
・
利
用
者
参
加
で
支
え
る

仕
組
み
が
必
要
で
、
事
業
者

と
話
し
合
う
場
を
。

答
　
運
行
事
業
者
等
と
は
必

要
に
応
じ
て
過
去
３
回
協
議

し
て
お
り
、
公
募
で
は
な
い

が
住
民
・
利
用
者
も
加
わ
っ

て
い
る
。町
に
は
現
在
２
社
・

６
路
線
が
運
行
。
４
月
か
ら

桶
川
駅
東
口
|
伊
奈
学
園
路

線
が
開
始
の
予
定
。

介
護
施
設
の
実
態
把
握
を

問
　
介
護
報
酬
引
き
下
げ
の

影
響
で
、
全
国
で
事
業
が
悪

化
、
倒
産
が
急
増
。
住
民
の

老
後
に
と
っ
て
大
変
な
こ
と

で
、
地
域
経
済
に
も
影
響
す

る
。
実
態
の
把
握
を
。

　
　
町
内
施
設
の
経
営
状
態

に
問
題
は
出
て
な
い
。

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の

充
実
を

　
　
放
課
後
に
子
ど
も
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
場
を
確

保
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

を
支
援
す
る
事
業
。
費
用
の

多
く
を
占
め
る
報
酬
に
は
補

助
が
あ
る
。
町
の
取
り
組
み

の
充
実
を
。

　
　「
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
楽
体
験
教

室
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、

学
校
へ
の
負
担
を
考
え
る
と

こ
れ
以
上
む
ず
か
し
い
。

低
学
年
用
教
材
の
充
実
を

　
　
小
学
校
低
学
年
児
童
の

通
学
安
全
の
た
め
に
、
教
材

の
学
校
備
品
の
充
実
を
。

　
　
相
当
の
数
、
衛
生
管
理
、

保
管
場
所
等
む
ず
か
し
い
。

持
ち
帰
り
方
に
配
慮
す
る
。

●答

●答●答●答

地域公共交通の利便性向上に、
住民参加のしくみを

作業前（2013.11.6撮,写真提供 丸の内住民より）

丸の内住民の御神酒上げ（2016.1.1撮）

路
線
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を

路
線
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を

水
上
邦
雄  

議
員

み
ず
か
み
く
に  

お

問
　
ど
う
い
う
達
成
基
準
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状

況
調
査
を
考
え
て
い
る
。
こ

の
調
査
に
、
埼
玉
県
の
す
べ

て
の
市
町
村
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
も
、
主
な
理
由
だ
。

決
め
手
と
な
る
方
法
は

問
　
学
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に

な
る
決
め
手
は
何
か
。

答
　
ま
ず
、
学
力
調
査
を
基

に
し
た
学
力
向
上
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
日
々
の
授
業
の
充

実
を
図
る
。
次
に
、
若
手
教

員
研
修
会
を
行
っ
た
り
、
児

童
・
生
徒
向
け
の
学
力
補
充

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

成
績
が
下
位
の
生
徒
の
救
済

方
法

問
　
成
績
が
下
位
の
生
徒
の

救
済
方
法
は
。

答
　
生
徒
一
人
一
人
の
特
性

や
習
熟
度
を
踏
ま
え
、
親
身

に
な
っ
て
傍
ら
で
指
導
し
な

が
ら
、
つ
ま
ず
き
の
原
因
を

探
り
、
家
庭
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
一
人
一
人
の
力
を
確

実
に
向
上
さ
せ
て
い
く
。「
い

き
い
き
先
生
」
や
「
特
別
支

援
教
育
支
援
員
」「
理
科
支

援
員
」「
学
校
図
書
館
支
援

員
」
等
を
配
置
し
、
手
厚
く

学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●問

●問

●答

●問

●問

●問

●問 ●問

●答 ●答

問
　
地
域
の
活
性
化
と
併
せ

た
観
光
資
源
の
開
発
と
は
。

答
　
昨
年
12
月
か
ら
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

忠
次
公
を
観
光
資
源
と
し
た

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
散
策
路
の
整
備
、
歴
史
を

訪
ね
収
穫
体
験
を
す
る
ツ
ア

ー
の
開
催
や
忠
次
公
に
関
連

し
た
６
次
産
業
商
品
の
開
発

な
ど
、
地
元
と
一
体
と
な
っ

た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て

問
　
洋
式
化
、
具
体
的
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
方
向
は
。

答
　
28
年
度
に
引
き
続
き
、

小
室
小
３
基
、小
針
小
２
基
、

南
小
３
基
、
伊
奈
中
１
基
の

和
式
便
器
を
洋
式
に
替
え
る
。

国
の
市
町
村
役
場
機
能
緊
急

保
全
事
業
の
活
用
は

問
　
伊
奈
町
の
庁
舎
は
対
象

に
な
る
の
で
は
。

答
　
昭
和
56
年
以
前
に
建
設

さ
れ
た
北
庁
舎
が
対
象
に
な

る
。
財
政
措
置
の
あ
る
事
業

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
に
平
成
29
年
度
予

算
で
は
、
財
源
確
保
の
観
点

か
ら
、
財
政
調
整
基
金
及
び

公
共
施
設
整
備
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
行
わ
ず
に
予
算

編
成
を
行
っ
た
。

小学生・中学生が勉学に励みます

そこが
ききたいそこが
ききたいそこが
ききたい

　３月定例議会は、11人の議員が一般質問を
行いました。その中から主な質疑応答の要旨
を質問した議員の要約により掲載します。
　なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈
町議会ホームページおよび図書館に備えてあ
る会議録でご覧になれます。 （ ５ 月下旬掲載）

一般質問
ページ 質問議員 質問事項

11 五味雅美
●町内介護施設について
●路線バスの利便性向上を
●小学校の教材の充実を
●放課後子ども教室について

12 藤原義春

●伊奈町総合振興計画の土地利用構想について
●企業誘致について
● ｢お年寄り世帯見守りたい」について
●福祉の総合事業について
●伊奈町の農業の担い手の確保について

12 上野尚德
●町の財政は健全に推移しているか
●圏央道を活用した町興しについて
●フィルムコミッションについて
●伊奈町の消防・救急について

13 大沢　淳
●町長タウンミーティングを開催して
●職員の時間外勤務縮減に向けて
●ニューシャトル駅にホームドアの設置を
●国保財政の都道府県単位化と町の国民健康保険

13 上野克也

●高齢者のドライバーについて
●空き地 ( 田畑含む ) 等の、対策について
●彩の国あんしんセーフティネット事業について
●学校および公共施設のＬＥＤ化について
●町長タウンミーティングについて

14 奥田とみ子 ●居住支援に空き家活用
●南部大公園の土埃対策

14 栗原惠子

●町長の福祉政策について
●地域コミュニティ構築について
●伊奈町内循環バス「いなまる」について
●防災対策について
●新年度予算案について

15 中原敦子 ● ｢赤ちゃんの駅｣ の充実を
● ｢子ども１１０番の家」について

15 水上邦雄

●放射能対策について
●原発ゼロを目指して
●太陽光発電の利活用について
●丸山駅周辺の道路整備を
● 65 歳超雇用継続助成金について
●学校給食費の無償化について
●高額抗がん剤オプジーボの保険適用について

16 齋藤照夫 ●放置されている空き地の環境保全について

16 戸張光枝 ●通級指導教室について
●読書通帳について

「
伊
奈
氏
屋
敷
跡
」
を
観
光
資
源
と
し
て

生
か
す
町
づ
く
り
に
賛
同

「
伊
奈
氏
屋
敷
跡
」
を
観
光
資
源
と
し
て

生
か
す
町
づ
く
り
に
賛
同

●問●答

●問●問 ●答●答

五
味
雅
美  

議
員

 

ご   

み  

ま
さ 

み

ど
の
よ
う
に
し
て
、
学
力
県
下
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

達
成
す
る
の
か

ど
の
よ
う
に
し
て
、
学
力
県
下
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

達
成
す
る
の
か

施
政
並
び
に
予
算
編
成
方
針
に
対
す
る
質
疑

施
政
並
び
に
予
算
編
成
方
針
に
対
す
る
質
疑

町
長
の
施
政
方
針
・
予
算
編
成
方
針
に
対
し
、
２
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
質
問
者
が
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。

町
長
の
施
政
方
針
・
予
算
編
成
方
針
に
対
し
、
２
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
質
問
者
が
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。

藤
原
義
春  

議
員

ふ
じ
は
ら
よ
し
は
る
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問　

今
年
の
４
月
か
ら
始
ま

る
福
祉
の
総
合
事
業
に
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
元
気
な
高
齢

者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ア

ピ
ー
ル
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

人
を
含
め
、
元
気
な
高
齢
者

の
方
に
、
福
祉
事
業
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
も
ら
う
よ

う
、
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

育
成
し
て
い
き
た
い
。

「
お
年
寄
り
世
帯
見
守
り
た

い
」
と
民
生
委
員

問　

「
お
年
寄
り
世
帯
見
守

り
た
い
」
の
活
動
に
よ
り
、

民
生
委
員
の
負
担
が
減
り
、

き
め
細
か
く
高
齢
者
の
見
守

り
が
行
え
る
の
か
。

答　

民
生
委
員
を
含
め
、
多

く
の
人
が
お
年
寄
り
世
帯
を

き
め
細
か
く
見
守
り
、
民
生

委
員
の
負
担
も
軽
減
す
る
こ

と
に
な
る
。

伊
奈
町
の
税
収
入
を
増
や
す

た
め
に
、
企
業
誘
致
を
ど
う

す
る
か

問　

伊
奈
町
の
税
収
入
を
増

や
す
た
め
に
、
企
業
誘
致
を

ど
う
取
り
組
む
か
。

答　

伊
奈
町
と
し
て
は
、
埼

玉
県
企
業
立
地
課
に
、
交
通

利
便
性
の
高
さ
を
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
し
た
候
補
地
を

提
示
し
、
先
端
産
業
な
ど
の

優
良
企
業
を
紹
介
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
て
い
る
。

志
久
駅
周
辺
の
地
域
活
性
化

エ
リ
ア
の
開
発

問　

志
久
駅
周
辺
の
学
生
の

購
買
力
を
利
用
し
た
開
発
を

す
べ
き
で
は
。

答　

桜
並
木
等
の
周
辺
の
緑

地
環
境
に
配
慮
し
た
上
で
、

志
久
駅
周
辺
の
活
用
を
図
る
。

　

○　

町
の
貯
金
で
あ
る
基
金

等
の
推
移
は
。

○　

財
政
調
整
基
金
は
６
億

円
↓
３
憶
２
千
万
円
。
基
金

全
体
は
９
億
２
千
万
円
↓
４

億
６
千
万
へ
減
少（
５
年
間
）

○　

将
来
の
財
政
負
担
が
懸

念
。
借
入
金
等
の
状
況
は
。

○　

実
質
公
債
費
比
率
・
県

で
下
か
ら
４
番
目
。
将
来
負

担
比
率
・
下
か
ら
11
番
目
。

問　

健
全
化
へ
の
対
策
は
。

答　

補
助
金
の
活
用
、
歳
入

確
保
。経
費
削
減
に
取
組
む
。

基
金
積
み
立
て
も
行
い
た
い
。

圏
央
道
・
茨
城
区
間
開
通

○　

成
田
空
港
・
首
都
圏
へ

の
安
定
ア
ク
セ
ス
を
武
器
に
、

国
内
・
海
外
の
企
業
誘
致
を
。

○　

税
収
、
雇
用
等
利
点
が

多
い
。土
地
が
無
い
状
況
等
、

県
に
協
力
頂
き
、進
め
た
い
。

○　

他
市
町
村
と
連
携
し
た

観
光
誘
致
を
。

○　

つ
く
ば
み
ら
い
市
等
と

連
携
し
観
光
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る

映
画
・
テ
レ
ビ
等
で
町
の
魅

力
発
信
。
町
の
活
性
化
を
。

○　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
成
果
・
現
況
は
。

○　

映
画
、
T
V
64
件
の
照

会
。ド
ラ
マ
等
8
件
の
撮
影
。

○　

撮
影
場
所
決
定
者
に
直

接
会
っ
て
の
誘
致
活
動
を
。

○　

関
係
機
関
と
連
携
し
撮

影
さ
れ
る
検
討
を
進
め
る
。

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消

防
救
急

　人
材
不
足
が
懸
念

○　

消
防
職
53
人
中
24
人
が

50
歳
以
上
。
条
例
改
正
・
定

数
増
加
し
増
強
を
。 

○　

育
成
に
最
低
２
年
。
H

30
年
度
に
は
条
例
定
数
の
増

加
が
必
要
。
救
急
需
要
の
増

加
。計
画
的
な
増
に
努
め
る
。

●答 ●問

●答●答 ●問●答 ●問

●問

地域活性化エリアの
志久駅周辺と日本薬科大学

圏央道の活用は、町の新たな
可能性を生み、未来を創る

●問●問

●問●答●問

●問 ●答●答●問●答●問●答●問●答

●答●答

問　

他
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
状
況
は
。

答　

ゆ
り
か
も
め
、日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
な
ど
に
は
設

置
済
み
。

問　

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
駅
に

設
置
を
。

答　

１
駅
で
億
単
位
の
費
用

が
か
か
る
。
費
用
の
軽
減
化

に
注
視
し
た
い
。

町
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

問　

町
長
の
感
想
は
。

答　

行
政
は
住
民
の
声
を
聞

く
こ
と
が
一
番
大
事
。
た
く

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
ご
意
見
・

ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
皆

様
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
た
い
。

職
員
の
時
間
外
勤
務
縮
減

問　

最
も
多
い
職
員
は
。

答　

年
間
８
４
８
時
間
。

問　

必
要
な
人
員
配
置
と
業

務
改
善
を
。

答　

人
員
配
置
は
可
能
な
限

り
対
応
し
た
い
。
事
務
改
善

は
各
部
署
が
考
え
行
動
す
る

こ
と
で
つ
な
げ
て
い
け
る
。

国
保
の
都
道
府
県
化

問　

国
保
税
の
引
き
上
げ
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
一
般

会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入

れ
を
継
続
す
る
こ
と
。

答　

こ
れ
ま
で
国
保
税
の
負

担
を
抑
え
る
た
め
繰
り
入
れ

て
き
た
。
こ
れ
を
早
急
に
解

消
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　

国
保
税
の
減
免
規
定
の

制
度
化
を
。

答　

他
の
自
治
体
で
は
、
収

入
の
基
準
や
申
請
に
必
要
な

書
類
な
ど
の
明
確
な
基
準
を

定
め
、
周
知
し
て
い
る
状
況

も
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
を

す
す
め
た
い
。　

問　

交
通
死
亡
事
故
全
体
の

数
は
減
る
一
方
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
の
割
合

は
増
え
続
け
て
い
る
。
伊
奈

町
の
事
故
状
況
や
講
習
な
ど

の
取
り
組
等
は
。

答　

事
故
件
数
は
、
65
―
69

歳
が
12
件
、
70
―
74
歳
が
17

件
、
75
―
79
歳
が
７
件
、
80

歳
以
上
が
２
件
で
計
38
件
。

高
齢
者
の
事
故
割
合
は
伊
奈

町
で
は
２
割
を
占
め
て
い
る
。

県
に
よ
る
「
高
齢
者
安
全
運

転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
」
を
活

用
し
事
故
防
止
を
進
め
る
。

空
き
地
等
の
対
策
に
つ
い
て

問　

空
き
地
の
雑
草
で
、
近

隣
や
交
通
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
場
合
の
、
苦
情
の
対
応

や
周
知
お
よ
び
、
適
正
に
管

理
す
る
条
例
な
ど
の
整
備
は
。

答　

広
報
に
て
適
正
な
管
理

の
本
意
が
伝
わ
る
よ
う
工
夫

を
し
て
周
知
す
る
。
対
応
し

な
い
所
有
者
に
は
条
例
に
基

づ
く
勧
告
等
に
よ
る
、
お
願

い
や
土
地
の
有
効
活
用
を
促

す
。
条
例
も
制
定
後
45
年
経

過
し
て
い
る
の
で
時
代
に
合

っ
た
よ
う
に
見
直
し
を
す
る
。

彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
事
業

問　

こ
の
事
業
は
、
失
業
・

虐
待
・
D
V
・
け
が
や
病
気
等

が
原
因
で
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
た
ち
に
、
訪
問
や
相
談

を
通
し
必
要
な
制
度
に
つ
な

ぐ
活
動
を
行
う
も
の
。
伊
奈

町
の
考
え
お
よ
び
社
協
は
。

答　

町
と
し
て
は
貴
重
な
事

業
と
認
識
し
て
い
る
。
社
協

に
つ
い
て
は
来
年
度
加
入
を

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

※
他
に
、
２
項
目
の
質
問
を

し
ま
し
た
。計
５
項
目
で
す
。

●答

●答

●答

●問●答 ●問●答 ●問●答 ●問

●問

多
発
し
て
い
る
転
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

シ
ャ
ト
ル
駅
に
も
ホ
ー
ム
ド
ア
を

平成18年から27年までの
県内交通事故

●問

●問

●答●問●答

●答

福
祉
の
総
合
事
業
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
！

福
祉
の
総
合
事
業
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
！

財
政
の
分
析
・
健
全
化
で
明
る
い
未
来
の
伊
奈
町
を
創
る

財
政
の
分
析
・
健
全
化
で
明
る
い
未
来
の
伊
奈
町
を
創
る

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

藤
原
義
春  

議
員

ふ
じ
は
ら
よ
し
は
る

高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

上
野
尚
德  

議
員

う
え 

の 

な
お
の
り

上
野
克
也  

議
員

う
え 

の 

こ
く 

や

大
沢

　淳  

議
員

お
お
さ
わ

　

 

じ
ゅ
ん

福
祉
の
総
合
事
業
と
ス
ポ
ー

ツ
団
体
！

藤
原
義
春
議
員

問
　
今
年
の
４
月
か
ら
始
ま

る
福
祉
の
総
合
事
業
に
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
元
気
な
高
齢

者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ア

ピ
ー
ル
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

人
を
含
め
、
元
気
な
高
齢
者

の
方
に
、
福
祉
事
業
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
も
ら
う
よ

う
、
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

育
成
し
て
い
き
た
い
。

「
お
年
寄
り
世
帯
見
守
り
た

い
」
と
民
生
委
員

問
　「
お
年
寄
り
世
帯
見
守

り
た
い
」
の
活
動
に
よ
り
、

民
生
委
員
の
負
担
が
減
り
、

き
め
細
か
く
高
齢
者
の
見
守

り
が
行
え
る
の
か
。

答
　
民
生
委
員
を
含
め
、
多

く
の
人
が
お
年
寄
り
世
帯
を

き
め
細
か
く
見
守
り
、
民
生

委
員
の
負
担
も
軽
減
す
る
こ

と
に
な
る
。

伊
奈
町
の
税
収
入
を
増
や
す

た
め
に
、
企
業
誘
致
を
ど
う

す
る
か

問
　
伊
奈
町
の
税
収
入
を
増

や
す
た
め
に
、
企
業
誘
致
を

ど
う
取
り
組
む
か
。

答
　
伊
奈
町
と
し
て
は
、
埼

玉
県
企
業
立
地
課
に
、
交
通

利
便
性
の
高
さ
を
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
し
た
候
補
地
に

提
示
し
、
先
端
産
業
な
ど
の

優
良
企
業
を
紹
介
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
て
い
る
。

志
久
駅
周
辺
の
地
域
活
性
㈫

エ
リ
ア
の
開
発

問
　
志
久
駅
周
辺
の
学
生
の

購
買
力
を
利
用
し
た
開
発
を

す
べ
き
で
は
。

答
　
桜
並
木
等
の
周
辺
の
緑

地
環
境
に
配
慮
し
た
上
で
、

志
久
駅
周
辺
の
活
用
を
図
る
。

●問●答 ●問
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問　

今
年
の
４
月
か
ら
始
ま

る
福
祉
の
総
合
事
業
に
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
元
気
な
高
齢

者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ア

ピ
ー
ル
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

人
を
含
め
、
元
気
な
高
齢
者

の
方
に
、
福
祉
事
業
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
も
ら
う
よ

う
、
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

育
成
し
て
い
き
た
い
。

「
お
年
寄
り
世
帯
見
守
り
た

い
」
と
民
生
委
員

問　

「
お
年
寄
り
世
帯
見
守

り
た
い
」
の
活
動
に
よ
り
、

民
生
委
員
の
負
担
が
減
り
、

き
め
細
か
く
高
齢
者
の
見
守

り
が
行
え
る
の
か
。

答　

民
生
委
員
を
含
め
、
多

く
の
人
が
お
年
寄
り
世
帯
を

き
め
細
か
く
見
守
り
、
民
生

委
員
の
負
担
も
軽
減
す
る
こ

と
に
な
る
。

伊
奈
町
の
税
収
入
を
増
や
す

た
め
に
、
企
業
誘
致
を
ど
う

す
る
か

問　

伊
奈
町
の
税
収
入
を
増

や
す
た
め
に
、
企
業
誘
致
を

ど
う
取
り
組
む
か
。

答　

伊
奈
町
と
し
て
は
、
埼

玉
県
企
業
立
地
課
に
、
交
通

利
便
性
の
高
さ
を
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
し
た
候
補
地
を

提
示
し
、
先
端
産
業
な
ど
の

優
良
企
業
を
紹
介
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
て
い
る
。

志
久
駅
周
辺
の
地
域
活
性
化

エ
リ
ア
の
開
発

問　

志
久
駅
周
辺
の
学
生
の

購
買
力
を
利
用
し
た
開
発
を

す
べ
き
で
は
。

答　

桜
並
木
等
の
周
辺
の
緑

地
環
境
に
配
慮
し
た
上
で
、

志
久
駅
周
辺
の
活
用
を
図
る
。

　

○　

町
の
貯
金
で
あ
る
基
金

等
の
推
移
は
。

○　

財
政
調
整
基
金
は
６
億

円
↓
３
憶
２
千
万
円
。
基
金

全
体
は
９
億
２
千
万
円
↓
４

億
６
千
万
へ
減
少（
５
年
間
）

○　

将
来
の
財
政
負
担
が
懸

念
。
借
入
金
等
の
状
況
は
。

○　

実
質
公
債
費
比
率
・
県

で
下
か
ら
４
番
目
。
将
来
負

担
比
率
・
下
か
ら
11
番
目
。

問　

健
全
化
へ
の
対
策
は
。

答　

補
助
金
の
活
用
、
歳
入

確
保
。経
費
削
減
に
取
組
む
。

基
金
積
み
立
て
も
行
い
た
い
。

圏
央
道
・
茨
城
区
間
開
通

○　

成
田
空
港
・
首
都
圏
へ

の
安
定
ア
ク
セ
ス
を
武
器
に
、

国
内
・
海
外
の
企
業
誘
致
を
。

○　

税
収
、
雇
用
等
利
点
が

多
い
。土
地
が
無
い
状
況
等
、

県
に
協
力
頂
き
、進
め
た
い
。

○　

他
市
町
村
と
連
携
し
た

観
光
誘
致
を
。

○　

つ
く
ば
み
ら
い
市
等
と

連
携
し
観
光
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る

映
画
・
テ
レ
ビ
等
で
町
の
魅

力
発
信
。
町
の
活
性
化
を
。

○　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
成
果
・
現
況
は
。

○　

映
画
、
T
V
64
件
の
照

会
。ド
ラ
マ
等
8
件
の
撮
影
。

○　

撮
影
場
所
決
定
者
に
直

接
会
っ
て
の
誘
致
活
動
を
。

○　

関
係
機
関
と
連
携
し
撮

影
さ
れ
る
検
討
を
進
め
る
。

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消

防
救
急

　人
材
不
足
が
懸
念

○　

消
防
職
53
人
中
24
人
が

50
歳
以
上
。
条
例
改
正
・
定

数
増
加
し
増
強
を
。 

○　

育
成
に
最
低
２
年
。
H

30
年
度
に
は
条
例
定
数
の
増

加
が
必
要
。
救
急
需
要
の
増

加
。計
画
的
な
増
に
努
め
る
。

●答 ●問

●答●答 ●問●答 ●問

●問

地域活性化エリアの
志久駅周辺と日本薬科大学

圏央道の活用は、町の新たな
可能性を生み、未来を創る

●問●問

●問●答●問

●問 ●答●答●問●答●問●答●問●答

●答●答

問　

他
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
状
況
は
。

答　

ゆ
り
か
も
め
、日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
な
ど
に
は
設

置
済
み
。

問　

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
駅
に

設
置
を
。

答　

１
駅
で
億
単
位
の
費
用

が
か
か
る
。
費
用
の
軽
減
化

に
注
視
し
た
い
。

町
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

問　

町
長
の
感
想
は
。

答　

行
政
は
住
民
の
声
を
聞

く
こ
と
が
一
番
大
事
。
た
く

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
ご
意
見
・

ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
皆

様
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
た
い
。

職
員
の
時
間
外
勤
務
縮
減

問　

最
も
多
い
職
員
は
。

答　

年
間
８
４
８
時
間
。

問　

必
要
な
人
員
配
置
と
業

務
改
善
を
。

答　

人
員
配
置
は
可
能
な
限

り
対
応
し
た
い
。
事
務
改
善

は
各
部
署
が
考
え
行
動
す
る

こ
と
で
つ
な
げ
て
い
け
る
。

国
保
の
都
道
府
県
化

問　

国
保
税
の
引
き
上
げ
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
一
般

会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入

れ
を
継
続
す
る
こ
と
。

答　

こ
れ
ま
で
国
保
税
の
負

担
を
抑
え
る
た
め
繰
り
入
れ

て
き
た
。
こ
れ
を
早
急
に
解

消
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　

国
保
税
の
減
免
規
定
の

制
度
化
を
。

答　

他
の
自
治
体
で
は
、
収

入
の
基
準
や
申
請
に
必
要
な

書
類
な
ど
の
明
確
な
基
準
を

定
め
、
周
知
し
て
い
る
状
況

も
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
を

す
す
め
た
い
。　

問　

交
通
死
亡
事
故
全
体
の

数
は
減
る
一
方
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
の
割
合

は
増
え
続
け
て
い
る
。
伊
奈

町
の
事
故
状
況
や
講
習
な
ど

の
取
り
組
等
は
。

答　

事
故
件
数
は
、
65
―
69

歳
が
12
件
、
70
―
74
歳
が
17

件
、
75
―
79
歳
が
７
件
、
80

歳
以
上
が
２
件
で
計
38
件
。

高
齢
者
の
事
故
割
合
は
伊
奈

町
で
は
２
割
を
占
め
て
い
る
。

県
に
よ
る
「
高
齢
者
安
全
運

転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
」
を
活

用
し
事
故
防
止
を
進
め
る
。

空
き
地
等
の
対
策
に
つ
い
て

問　

空
き
地
の
雑
草
で
、
近

隣
や
交
通
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
場
合
の
、
苦
情
の
対
応

や
周
知
お
よ
び
、
適
正
に
管

理
す
る
条
例
な
ど
の
整
備
は
。

答　

広
報
に
て
適
正
な
管
理

の
本
意
が
伝
わ
る
よ
う
工
夫

を
し
て
周
知
す
る
。
対
応
し

な
い
所
有
者
に
は
条
例
に
基

づ
く
勧
告
等
に
よ
る
、
お
願

い
や
土
地
の
有
効
活
用
を
促

す
。
条
例
も
制
定
後
45
年
経

過
し
て
い
る
の
で
時
代
に
合

っ
た
よ
う
に
見
直
し
を
す
る
。

彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
事
業

問　

こ
の
事
業
は
、
失
業
・

虐
待
・
D
V
・
け
が
や
病
気
等

が
原
因
で
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
た
ち
に
、
訪
問
や
相
談

を
通
し
必
要
な
制
度
に
つ
な

ぐ
活
動
を
行
う
も
の
。
伊
奈

町
の
考
え
お
よ
び
社
協
は
。

答　

町
と
し
て
は
貴
重
な
事

業
と
認
識
し
て
い
る
。
社
協

に
つ
い
て
は
来
年
度
加
入
を

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

※
他
に
、
２
項
目
の
質
問
を

し
ま
し
た
。計
５
項
目
で
す
。

●答

●答

●答

●問●答 ●問●答 ●問●答 ●問

●問

多
発
し
て
い
る
転
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

シ
ャ
ト
ル
駅
に
も
ホ
ー
ム
ド
ア
を

平成18年から27年までの
県内交通事故

●問

●問

●答●問●答

●答

福
祉
の
総
合
事
業
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
！

福
祉
の
総
合
事
業
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
！

財
政
の
分
析
・
健
全
化
で
明
る
い
未
来
の
伊
奈
町
を
創
る

財
政
の
分
析
・
健
全
化
で
明
る
い
未
来
の
伊
奈
町
を
創
る

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

藤
原
義
春  

議
員

ふ
じ
は
ら
よ
し
は
る

高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

上
野
尚
德  

議
員

う
え 

の 

な
お
の
り

上
野
克
也  

議
員

う
え 

の 

こ
く 

や

大
沢

　淳  

議
員

お
お
さ
わ

　

 

じ
ゅ
ん

福
祉
の
総
合
事
業
と
ス
ポ
ー

ツ
団
体
！

藤
原
義
春
議
員

問
　
今
年
の
４
月
か
ら
始
ま

る
福
祉
の
総
合
事
業
に
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
元
気
な
高
齢

者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ア

ピ
ー
ル
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

人
を
含
め
、
元
気
な
高
齢
者

の
方
に
、
福
祉
事
業
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
も
ら
う
よ

う
、
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

育
成
し
て
い
き
た
い
。

「
お
年
寄
り
世
帯
見
守
り
た

い
」
と
民
生
委
員

問
　「
お
年
寄
り
世
帯
見
守

り
た
い
」
の
活
動
に
よ
り
、

民
生
委
員
の
負
担
が
減
り
、

き
め
細
か
く
高
齢
者
の
見
守

り
が
行
え
る
の
か
。

答
　
民
生
委
員
を
含
め
、
多

く
の
人
が
お
年
寄
り
世
帯
を

き
め
細
か
く
見
守
り
、
民
生

委
員
の
負
担
も
軽
減
す
る
こ

と
に
な
る
。

伊
奈
町
の
税
収
入
を
増
や
す

た
め
に
、
企
業
誘
致
を
ど
う

す
る
か

問
　
伊
奈
町
の
税
収
入
を
増

や
す
た
め
に
、
企
業
誘
致
を

ど
う
取
り
組
む
か
。

答
　
伊
奈
町
と
し
て
は
、
埼

玉
県
企
業
立
地
課
に
、
交
通

利
便
性
の
高
さ
を
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
し
た
候
補
地
に

提
示
し
、
先
端
産
業
な
ど
の

優
良
企
業
を
紹
介
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
て
い
る
。

志
久
駅
周
辺
の
地
域
活
性
㈫

エ
リ
ア
の
開
発

問
　
志
久
駅
周
辺
の
学
生
の

購
買
力
を
利
用
し
た
開
発
を

す
べ
き
で
は
。

答
　
桜
並
木
等
の
周
辺
の
緑

地
環
境
に
配
慮
し
た
上
で
、

志
久
駅
周
辺
の
活
用
を
図
る
。

●問●答 ●問
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一般質問 一般質問

住
宅
確
保
困
難
者
の
居
住
支
援
に
空
き
家
活
用
を

住
宅
確
保
困
難
者
の
居
住
支
援
に
空
き
家
活
用
を

町
内
循
環
バ
ス
「
い
な
ま
る
」
の
今
後
は

町
内
循
環
バ
ス
「
い
な
ま
る
」
の
今
後
は

福
島
第
一
原
発

̶

一
日
も
早
い
廃
炉
を

福
島
第
一
原
発

̶

一
日
も
早
い
廃
炉
を

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
を

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
を

奥
田
と
み
子  

議
員

お
く 

だ               

こ

栗
原
惠
子  

議
員

く
り
ば
ら
け
い 

こ

水
上
邦
雄  

議
員

み
ず
か
み
く
に  

お

中
原
敦
子  

議
員

な
か
は
ら
あ
つ
こ

問
　
2
月
3
日
政
府
は
、「
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」

の
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

高
齢
者
、
低
所
得
者
、
障
害

者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
住
宅

確
保
が
困
難
な
世
帯
に
、
空

き
家
を
賃
貸
住
宅
と
し
て
、

優
先
的
に
供
給
す
る
内
容
。

自
治
体
や
不
動
産
関
係
団
体
、

N
P
O
法
人
が
連
携
し
て
、

円
滑
な
入
居
を
施
す
た
め
の

協
議
会
の
設
立
が
重
要
。
町

と
し
て
、
協
議
会
を
設
立
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
町
は
「
埼
玉
県
住
ま
い

安
心
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
入
会
し
て
い
る
。
県
の
情

報
を
関
係
各
課
と
共
有
し
、

有
効
活
用
し
て
い
く
。

　
　
家
賃
や
住
民
税
の
滞
納

を
生
活
困
窮
の
サ
イ
ン
と
し

て
、
料
金
徴
収
部
門
と
相
談

窓
口
が
連
携
し
て
、
新
た
な

困
窮
者
の
把
握
に
つ
な
げ
て

い
く
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。

答
　
納
税
相
談
の
際
、
生
活

困
窮
や
居
住
支
援
の
必
要
が

あ
る
場
合
、
福
祉
課
で
状
況

に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。

今
後
も
同
様
に
対
応
し
て
い

く
。

南
部
大
公
園
の
土
埃
対
策

　
　
多
目
的
に
活
用
さ
れ
、

洪
水
対
策
も
備
え
た
多
く
の

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
公

園
だ
が
、
強
風
時
の
土
埃
対

策
が
改
善
さ
れ
な
い
。
周
辺

住
民
や
利
用
者
か
ら
一
層
の

防
砂
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
土
埃
・
砂
埃
に
最
も
有

効
な
表
層
材
「
ヘ
ル
シ
ー
グ

リ
ー
ン
」
の
導
入
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
検
討
し
て
い
く
。
　

い
な
ま
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
運
行
本
数
の
増
便
や
運

行
ル
ー
ト
の
見
直
し
等
変
更

す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
い
な
ま
る
利
用
者
の
現

状
の
運
行
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
意
見
は
、
行
き
先
や
他
の

交
通
機
関
と
の
乗
り
継
ぎ
に

お
い
て
は
比
較
的
満
足
。
運

行
の
本
数
や
時
間
帯
に
お
い

て
は
、
改
善
を
求
め
る
意
見

が
多
く
、
今
後
の
町
内
循
環

バ
ス
「
い
な
ま
る
」
の
運
行

形
態
に
つ
い
て
見
直
す
た
め

の
基
礎
資
料
と
す
る
。

町
長
の
3
福
祉
政
策

　
　「
高
齢
者
福
祉
」「
障
害

者
福
祉
」「
児
童
福
祉
」
政
策

に
対
す
る
町
長
の
基
本
姿
勢

は
。

　
　
高
齢
者
福
祉
・
健
康
づ

く
り
事
業
や
医
療
検
診
、
介

護
予
防
事
業
に
取
り
組
み
高

齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。
障
害
者
福
祉

政
策
・
差
別
解
消
法
の
普
及

啓
発
、
相
談
支
援
事
業
の
充

実
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
に
取
り
組
む
。
児
童

福
祉
・
育
児
や
子
育
て
に
不

安
な
保
護
者
へ
の
相
談
や
見

守
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　
新
年
度
予
算
案
と
町
長

公
約
と
の
整
合
性
は
図
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
健
康
長
寿
教
室
、
お
年

寄
り
世
帯
見
守
り
た
い
、
町

長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実

施
、
第
2
子
以
降
の
出
産
育

児
一
時
金
引
き
上
げ
、
医
療

費
無
料
化
の
対
象
を
高
校
生

ま
で
拡
大
す
る
な
ど
公
約
実

現
す
る
た
め
の
予
算
と
し
た
。

●答

●問

●答●答 ●問●問

町民に親しまれる南部大公園、
土埃対策が急がれます！

町民のためになる運行の確保を!!

給食の放射線物質検査を毎日実施
しています

●問

●問

●答●問●答

●答

　
　
町
内
放
射
能
測
定
の
現

状
は
。

　
　
年
4
回
二
人
一
組
で
約

4
時
間
か
け
て
実
施
、
測
定

の
結
果
、
国
の
基
準
を
超
え

た
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
食
材
、
水

道
水
は
不
検
出
。
町
の
測
定

器
貸
し
出
し
制
度
で
町
内
採

取
の
「
ひ
ら
た
け
」
で
微
量

の
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
。

太
陽
光
発
電
の
利
活
用
を

　
　
道
路
灯
や
防
犯
灯
の
災

害
時
の
電
源
と
し
て
、
太
陽

光
発
電
の
活
用
を
。

　
　
設
置
費
用
、
蓄
電
池
の

耐
用
年
数
等
課
題
が
多
い
。

費
用
対
効
果
を
検
討
し
て
い

く
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を

　
　
日
本
は
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
。
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
被

爆
、
原
発
事
故
を
経
験
し
て

い
る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言

の
実
施
を
。

　
　
福
島
第
一
原
発
で
核
管

理
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
が
、名
称
の
変
更
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
　
町
の
平
均
年
齢
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
対
策
と
し
て
も
必
要
だ
。

　
　
現
在
の
財
政
状
況
を
考

慮
す
る
と
難
し
い
。

高
額
抗
が
ん
剤

　
オ
プ
ジ
ー
ボ
の

　
　
保
険
適
用
に
つ
い
て

　
　
自
己
負
担
の
支
払
い
が

困
難
な
被
保
険
者
に
対
す
る

町
の
対
応
は
。

　
　
一
部
負
担
金
の
減
免
や

徴
収
猶
予
の
適
用
も
あ
る
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の
充
実
を

問
　「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の
中

で
、
お
む
つ
替
え
と
授
乳
、

両
方
で
き
る
施
設
は
い
く
つ

あ
る
か
。

答
　
お
む
つ
替
え
と
授
乳
の

両
方
で
き
る
施
設
は
32
箇
所

中
8
箇
所
で
あ
る
。

問
　「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」を
増

や
す
方
法
は
、
業
者
自
ら
が

県
へ
登
録
す
る
以
外
に
何
か

行
っ
て
い
る
か
。

答
　
現
段
階
で
は
、
町
が
各

事
業
者
に
登
録
の
勧
奨
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
今
後
は
町

商
工
会
に
も
協
力
を
あ
お
ぎ
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

に
つ
い
て

問
　
現
在
伊
奈
町
で
「
子
ど

も
1
1
0
番
の
家
」
に
登
録

し
て
い
る
家
庭
・
事
業
所
・

店
舗
等
は
何
軒
あ
る
か
。

答
　
登
録
し
て
い
る
軒
数
は

2
6
0
軒
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
を
保
護
し
た
場

合
に
、
「
子
ど
も
1
1
0
番

の
家
」
で
は
大
切
な
役
割
が

あ
る
。
全
て
の
「
子
ど
も
1

1
0
番
の
家
」
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
配
布
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
各
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
商
店
街
連
合
会
を
通

じ
て
、
協
力
者
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
配
布
し
、
趣
旨
と
役
割

の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問
　
現
在
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
「
子
ど
も
1
1
0
番

の
家
」
の
記
載
が
な
い
が
何

故
か
。

答
　
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

●答

●答

●問●答●答 ●問●答 ●問

●問

●問●問

●答●答

●答

●問●問●問●答

●答

●問

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」は
、子
ど
も
達
の
安
全
を
願
い
、

い
つ
も
見
守
っ
て
い
ま
す
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一般質問 一般質問

住
宅
確
保
困
難
者
の
居
住
支
援
に
空
き
家
活
用
を

住
宅
確
保
困
難
者
の
居
住
支
援
に
空
き
家
活
用
を

町
内
循
環
バ
ス
「
い
な
ま
る
」
の
今
後
は

町
内
循
環
バ
ス
「
い
な
ま
る
」
の
今
後
は

福
島
第
一
原
発

̶

一
日
も
早
い
廃
炉
を

福
島
第
一
原
発

̶

一
日
も
早
い
廃
炉
を

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
を

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
を

奥
田
と
み
子  

議
員

お
く 

だ               

こ

栗
原
惠
子  

議
員

く
り
ば
ら
け
い 

こ

水
上
邦
雄  

議
員

み
ず
か
み
く
に  

お

中
原
敦
子  

議
員

な
か
は
ら
あ
つ
こ

問
　
2
月
3
日
政
府
は
、「
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」

の
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

高
齢
者
、
低
所
得
者
、
障
害

者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
住
宅

確
保
が
困
難
な
世
帯
に
、
空

き
家
を
賃
貸
住
宅
と
し
て
、

優
先
的
に
供
給
す
る
内
容
。

自
治
体
や
不
動
産
関
係
団
体
、

N
P
O
法
人
が
連
携
し
て
、

円
滑
な
入
居
を
施
す
た
め
の

協
議
会
の
設
立
が
重
要
。
町

と
し
て
、
協
議
会
を
設
立
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
町
は
「
埼
玉
県
住
ま
い

安
心
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
入
会
し
て
い
る
。
県
の
情

報
を
関
係
各
課
と
共
有
し
、

有
効
活
用
し
て
い
く
。

　
　
家
賃
や
住
民
税
の
滞
納

を
生
活
困
窮
の
サ
イ
ン
と
し

て
、
料
金
徴
収
部
門
と
相
談

窓
口
が
連
携
し
て
、
新
た
な

困
窮
者
の
把
握
に
つ
な
げ
て

い
く
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。

答
　
納
税
相
談
の
際
、
生
活

困
窮
や
居
住
支
援
の
必
要
が

あ
る
場
合
、
福
祉
課
で
状
況

に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。

今
後
も
同
様
に
対
応
し
て
い

く
。

南
部
大
公
園
の
土
埃
対
策

　
　
多
目
的
に
活
用
さ
れ
、

洪
水
対
策
も
備
え
た
多
く
の

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
公

園
だ
が
、
強
風
時
の
土
埃
対

策
が
改
善
さ
れ
な
い
。
周
辺

住
民
や
利
用
者
か
ら
一
層
の

防
砂
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
土
埃
・
砂
埃
に
最
も
有

効
な
表
層
材
「
ヘ
ル
シ
ー
グ

リ
ー
ン
」
の
導
入
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
検
討
し
て
い
く
。
　

い
な
ま
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
運
行
本
数
の
増
便
や
運

行
ル
ー
ト
の
見
直
し
等
変
更

す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
い
な
ま
る
利
用
者
の
現

状
の
運
行
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
意
見
は
、
行
き
先
や
他
の

交
通
機
関
と
の
乗
り
継
ぎ
に

お
い
て
は
比
較
的
満
足
。
運

行
の
本
数
や
時
間
帯
に
お
い

て
は
、
改
善
を
求
め
る
意
見

が
多
く
、
今
後
の
町
内
循
環

バ
ス
「
い
な
ま
る
」
の
運
行

形
態
に
つ
い
て
見
直
す
た
め

の
基
礎
資
料
と
す
る
。

町
長
の
3
福
祉
政
策

　
　「
高
齢
者
福
祉
」「
障
害

者
福
祉
」「
児
童
福
祉
」
政
策

に
対
す
る
町
長
の
基
本
姿
勢

は
。

　
　
高
齢
者
福
祉
・
健
康
づ

く
り
事
業
や
医
療
検
診
、
介

護
予
防
事
業
に
取
り
組
み
高

齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。
障
害
者
福
祉

政
策
・
差
別
解
消
法
の
普
及

啓
発
、
相
談
支
援
事
業
の
充

実
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
に
取
り
組
む
。
児
童

福
祉
・
育
児
や
子
育
て
に
不

安
な
保
護
者
へ
の
相
談
や
見

守
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　
新
年
度
予
算
案
と
町
長

公
約
と
の
整
合
性
は
図
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
健
康
長
寿
教
室
、
お
年

寄
り
世
帯
見
守
り
た
い
、
町

長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実

施
、
第
2
子
以
降
の
出
産
育

児
一
時
金
引
き
上
げ
、
医
療

費
無
料
化
の
対
象
を
高
校
生

ま
で
拡
大
す
る
な
ど
公
約
実

現
す
る
た
め
の
予
算
と
し
た
。

●答

●問

●答●答 ●問●問

町民に親しまれる南部大公園、
土埃対策が急がれます！

町民のためになる運行の確保を!!

給食の放射線物質検査を毎日実施
しています

●問

●問

●答●問●答

●答

　
　
町
内
放
射
能
測
定
の
現

状
は
。

　
　
年
4
回
二
人
一
組
で
約

4
時
間
か
け
て
実
施
、
測
定

の
結
果
、
国
の
基
準
を
超
え

た
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
食
材
、
水

道
水
は
不
検
出
。
町
の
測
定

器
貸
し
出
し
制
度
で
町
内
採

取
の
「
ひ
ら
た
け
」
で
微
量

の
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
。

太
陽
光
発
電
の
利
活
用
を

　
　
道
路
灯
や
防
犯
灯
の
災

害
時
の
電
源
と
し
て
、
太
陽

光
発
電
の
活
用
を
。

　
　
設
置
費
用
、
蓄
電
池
の

耐
用
年
数
等
課
題
が
多
い
。

費
用
対
効
果
を
検
討
し
て
い

く
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を

　
　
日
本
は
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
。
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
被

爆
、
原
発
事
故
を
経
験
し
て

い
る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言

の
実
施
を
。

　
　
福
島
第
一
原
発
で
核
管

理
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
が
、名
称
の
変
更
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
　
町
の
平
均
年
齢
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
対
策
と
し
て
も
必
要
だ
。

　
　
現
在
の
財
政
状
況
を
考

慮
す
る
と
難
し
い
。

高
額
抗
が
ん
剤

　
オ
プ
ジ
ー
ボ
の

　
　
保
険
適
用
に
つ
い
て

　
　
自
己
負
担
の
支
払
い
が

困
難
な
被
保
険
者
に
対
す
る

町
の
対
応
は
。

　
　
一
部
負
担
金
の
減
免
や

徴
収
猶
予
の
適
用
も
あ
る
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の
充
実
を

問
　「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の
中

で
、
お
む
つ
替
え
と
授
乳
、

両
方
で
き
る
施
設
は
い
く
つ

あ
る
か
。

答
　
お
む
つ
替
え
と
授
乳
の

両
方
で
き
る
施
設
は
32
箇
所

中
8
箇
所
で
あ
る
。

問
　「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」を
増

や
す
方
法
は
、
業
者
自
ら
が

県
へ
登
録
す
る
以
外
に
何
か

行
っ
て
い
る
か
。

答
　
現
段
階
で
は
、
町
が
各

事
業
者
に
登
録
の
勧
奨
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
今
後
は
町

商
工
会
に
も
協
力
を
あ
お
ぎ
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

に
つ
い
て

問
　
現
在
伊
奈
町
で
「
子
ど

も
1
1
0
番
の
家
」
に
登
録

し
て
い
る
家
庭
・
事
業
所
・

店
舗
等
は
何
軒
あ
る
か
。

答
　
登
録
し
て
い
る
軒
数
は

2
6
0
軒
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
を
保
護
し
た
場

合
に
、
「
子
ど
も
1
1
0
番

の
家
」
で
は
大
切
な
役
割
が

あ
る
。
全
て
の
「
子
ど
も
1

1
0
番
の
家
」
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
配
布
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
各
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
商
店
街
連
合
会
を
通

じ
て
、
協
力
者
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
配
布
し
、
趣
旨
と
役
割

の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問
　
現
在
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
「
子
ど
も
1
1
0
番

の
家
」
の
記
載
が
な
い
が
何

故
か
。

答
　
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

●答

●答

●問●答●答 ●問●答 ●問

●問

●問●問

●答●答

●答

●問●問●問●答

●答

●問

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」は
、子
ど
も
達
の
安
全
を
願
い
、

い
つ
も
見
守
っ
て
い
ま
す
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議会報告会 一般質問

発言者 質疑・意見

1

総務建設産業常任委員会で審議した第52号議案について
・伊奈町中部特定土地区画整理事業についての進捗状況は。
・行政からの情報発信が少ない。
・つけ保留地について理解ができない。

2

町長の給与減額の議案について
・議会が賛成した理由を聞きたい。
ふるさと納税の進捗状況について聞きたい
行政区について
・区長の報酬に関して議会もチェックをして欲しい。
・活発に地域活動を行うことや、コミュニティーを深めるために、内宿区の分区を行って欲しい。

3

政務活動費を使って行く視察先について
・会派で行う政務活動の視察先は、伊奈町の規模と見合わないところへ行ってもあまり参考にならないのではな
いか。
町長公約の高校生医療費無料化について
・６月議会の答弁では来年やると言い、９月議会でＨ２９年度は無理と答弁している。町長の給与を２割削減し、
実現しますと公約していたが、公約が延びているのはなぜか。

議長の選任について
・若い人にもやらせるようにしたいと言っていたのに、今の議長は２回目となる。辞退しますと言えばいいのに
なぜか。

4

議会報告会について
・５回参加しているが広聴会という機会を与えてもらえ有難い。
・全議員が参加しているのは良いことだと感じる。
・広聴会での質疑やアンケートに記載した内容の取り扱いがどのようになっているのか心配。中身を見ているの
か。

・アンケートの内容についてフォローされていない。
・結果についても町民にわかるように発信して欲しい。
定例議会について
・議会を傍聴したが、町に関係のないことを長々と話している議員がいる。何を言いたいのか、かいつまんで発
言して欲しい。

・多くの町民が聞きたくなるような活発な議会にして欲しい。

5

定例議会について
・６月と９月の議会を傍聴したが、質問する議員が限られている。
・町と関係ない質問をしている議員もいる。町長が提出した議案の内容について真剣に考えていただきたい。
議員報酬が安いのではないか。政務活動費も少ない
・十分に活動できるような額になるよう検討していただきたい。

6

予算について
・「ゆめくる」の体育館エアコン設置について、次年度以降に反映して欲しい。
少子高齢化対策について
・高齢者が介護予防として利用してきた、さいたま水上公園の温水プールが閉鎖されてしまった。先進地はク
リーンセンターなどの熱量を利用してプールを設置している。上尾市と共有化していけるのか。

・高齢者などの足に代わるタクシー（介護タクシー含む）や民間のバスもあるが負担が大きい。交通弱者対策と
して、何か考えているのか。

・団塊の世代が活発で元気なので、もっと働きかけて活動促進、運動促進を充実して欲しい。
・宅幼老所をつくって、小・中学生と高齢者が異年齢の交流できるような居場所づくりをして欲しい。孫の世代
をどう見守っていくのか。古民家を利用してみては。

7

町制記念公園のアヤメ園を多目的広場にするとあるが、東京都の築地の問題みたいにならぬよう設計から関わり、
何をもって多目的とするのか見ていってほしい
・アスレチックを無くしてしまったが運動ができるようなものを加えて欲しい。
健康を保つためには運動が必要
・健康年齢を上げていかないとダメ。健康寿命をあげるにはどうしたらよいか検討すべき。

8
町は災害訓練をやっているのか
予算の収納率が100％でない理由と対策は

9 政策を実現するためには、予算必要なので収納率を上げて欲しい
・栄地区に空き地が沢山あるが税収を上げるために宅地にして課税したほうがいいのではないか。

10
小針北小学校隣接の内宿台公園について
・小学５、６年生が、朝のトレーニングで400～500人ぐらい使用しているが、近所の住民やグランドゴルフを
やっている人からの苦情はその後ないのか。

問
　
今
回
の
法
改
正
に
お
い

て
「
誰
も
が
教
育
を
受
け
ら

れ
る
環
境
」
を
目
指
す
一
環

と
し
て
、
発
達
障
害
の
あ
る

児
童
・
生
徒
が
別
室
に
集
ま

り
授
業
を
受
け
る
「
通
級
指

導
」
な
ど
を
担
う
教
職
員
数

が
基
礎
定
数
化
に
な
る
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
。

答
　
通
級
指
導
教
室
、
対
象

児
童
生
徒
13
人
に
つ
き
担
当

教
員
を
一
人
と
す
る
教
職
員

の
基
礎
定
数
化
を
始
め
る
た

め
に
改
正
法
案
が
通
常
国
会

に
提
出
さ
れ
る
報
道
は
確
認

し
て
い
る
。
定
数
の
算
定
基

準
と
な
る
対
象
児
童
生
徒
数

の
下
限
の
有
無
、
算
定
基
準

●問

空
き
地
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

空
き
地
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

通
級
指
導
に
つ
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

通
級
指
導
に
つ
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

齋
藤
照
夫  

議
員

さ
い
と
う
て
る 

お

戸
張
光
枝  

議
員

 

と  

ば
り
み
つ  

え

道路にはみ出す民地からの雑草

放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
地

の
環
境
対
策
に
つ
い
て

問
　
放
置
が
原
因
で
火
災
や

人
的
な
被
害
が
出
た
場
合
、

町
の
対
処
方
法
は
。

答
　
土
地
の
管
理
は
基
本
的

に
は
土
地
所
有
者
が
行
う
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
適
正
な

管
理
が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
、

町
と
し
て
適
正
に
管
理
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問
　
過
去
に
空
き
地
の
所
有

や
管
理
者
な
ど
に
、
指
導
や

勧
告
を
し
た
実
績
は
あ
る
か
。

答
　
相
談
を
受
け
た
際
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
現
場
を
確

認
し
、
適
正
な
管
理
に
つ
い

て
は
通
知
に
て
お
願
い
を
し

て
い
る
。

問
　
町
全
体
を
定
期
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
す
る
町
職
員
を

配
備
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
で
は
、
農
地
に
つ
い

て
は
産
業
振
興
課
、
そ
の
他

の
宅
地
等
に
つ
い
て
は
環
境

対
策
課
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
消

防
署
に
情
報
を
提
供
し
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。

条
例
の
一
部
改
正
は

問
　
今
の
条
例
を
一
部
改
正

し
て
、
さ
ら
に
強
制
力
の
あ

る
条
例
に
改
正
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

答
　
当
町
の
条
例
は
、
適
正

に
管
理
さ
れ
な
い
所
有
者
に

対
し
、
文
書
に
よ
る
勧
告
や

命
令
を
出
せ
る
事
に
な
っ
て

い
る
。
現
段
階
で
は
条
例
の

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

日
な
ど
不
透
明
な
部
分
も
多

く
今
後
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
判
断
し
て
い
く
。

問
　
習
熟
度
別
学
習
は
全
て

の
中
学
校
で
や
っ
て
い
る
か
。

答
　
現
在
、
伊
奈
中
学
校
で

実
施
。
小
針
中
学
校
と
南
中

学
校
で
は
少
人
数
指
導
や
チ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
実
施
。

毎
年
加
配
教
員
の
数
や
学
校

学
年
・
生
徒
の
実
態
に
よ
り

有
効
、
適
切
な
も
の
、
実
施

可
能
な
も
の
を
各
学
校
が
判

断
し
実
施
。
今
後
も
そ
れ
ら

を
充
実
し
て
い
く
。

心
の
成
長
期
に
読
書
に
親
し

む
環
境
を
推
進

問
　
読
書
を
よ
り
楽
し
く
す

る
た
め
の
「
本
の
通
帳
」
周

知
の
仕
方
に
力
を
い
れ
手
軽

に
利
用
し
や
す
く
す
る
べ
き
。

答
　
よ
り
わ
か
り
や
す
く
掲

示
す
る
。
シ
ー
ル
発
行
機
の

設
置
場
所
も
検
討
改
善
す
る
。

問
　
移
動
図
書
館
で
も
シ
ー

ル
発
行
で
き
る
の
か
。

答
　
現
在
は
図
書
館
の
み
。

●答

●答

●答●答 ●問●問

●問

●問

●答

●答

●問●問●問 ●答●答

借
り
た
本
の
履
歴
を
残
せ
る
「
本
の
通
帳
」

一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
す

第５回議会報告会広聴会　町民からの質疑と意見の要約
開催日：平成28年11月19日前号に引き続き今回は広聴会での質疑を掲載します。

（発言者ごと・発言順・内容は簡略化しています）


